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議会だより議会だより

明けましておめでとうございます。明けましておめでとうございます。
今年もよろしくお願い致します。今年もよろしくお願い致します。

2024 年元旦　初日の出2024 年元旦　初日の出

TOPICS
12月定例会12月定例会の中身は?の中身は?　　　　　                                         　　　　　　　　　　                                         　　　　　P２P２

8議員が村政を問う！一般質問8議員が村政を問う！一般質問                                P５P５

各議員の質問数をかぞえてみた各議員の質問数をかぞえてみた        　　                        P17P17

中学生模擬議会！６人が一般質問　  中学生模擬議会！６人が一般質問　                P18P18

政治に興味をもってもらうため政治に興味をもってもらうため
中学生模擬議会を開催中学生模擬議会を開催

本会議場で中学生模擬議会を開催。本会議場で中学生模擬議会を開催。
中学校ではその様子をオンライン授業しました。中学校ではその様子をオンライン授業しました。



　暑さ対策として公 共施設や学校に
スポットクーラー を導入します
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12月議会
で ど ん な
ことを？

施 設 名：鶴居村デイサービスセンター
　　　　　　（ほのぼのセンター）
指定管理者：医療法人　資生会
指 定 期 間：令和 6年 4月 1日から 3年間

松井廣道議長

　第４回定例会は12月13日に開会し、14日に閉会しました。
　村長からの提出議案は13件で、内訳は条例制定 3件、条
例改正 2件、補正予算 2件、指定 6件です。
　議員発議案は 2件で、すべての議案が原案通り可決され
ました。
　一般質問では、8議員が 9項目の質問で村政を問いました。

定例会のあらまし 12
月
定
例
会

▶スポットクーラー 25 台購入

　暑さ対策のためにス
ポットクーラー 25 台を
購入するが、設置場所や
排気については？

【企画財政課長】役場や総合センター、コミセ
ンなど公共施設で使用します。各小中学校でも
使用できるように考えています。
　また、スポットクーラーは窓などからの排気
が必要となるため場所によっては工夫が必要に
なると考えています。

板 宏哉議員

松井洋和議員

吉田保博議員

▶郵便料が増加しているのは？
　書面通知の増加により
郵便料が増加している。
　電子データでの通知
など DX 化への取り組み
は？

【総務課長】企業版ふるさと納税の通知 1000
通ほどの発送が増額の主な要因です。
　現在、地方自治体の DX 化推進計画に基づい
て環境整備を進めており、今後 DX 化の技術を
取り入れて経費削減に努めたいと考えていま
す。

▶住宅用太陽光発電システム導入補助金

　住宅用太陽光発電シス
テム導入補助金の申請件
数が増えているが、その
要因は？

【企画財政課長】太陽光パネルを設置する場合
は最大 30 万円、蓄電池を設置する場合は最大
20万円の合計 50万円の補助を行っています。
　今年度は例年より多くの申請があり、電気料
金高騰のため太陽光パネルを設置済みの方が新
たに蓄電池を導入される場合も増えています。

２８５万円

　５７万円

３００万円

令和５年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 1億5963万4千円　　 55億1149万2千円 全員賛成により可決
介 護 保 険 特 別 会 計 60万7千円　 3億0449万3千円 全員賛成により可決

▶選挙管理委員会委員の選挙

施 設 名：鶴居村地域資源循環活用施設
　　　　　　（おが粉工場）
指定管理者：鶴居村森林組合
指 定 期 間：令和 6年 4月 1日から 5年間

施 設 名：鶴居運動広場
指定管理者：株式会社　鶴居村振興公社
指 定 期 間：令和 6年 4月 1日から 5年間

施 設 名：ファームインつるい
指定管理者：鶴居村を楽しむ会
指 定 期 間：令和 6年 4月 1日から 5年間

施 設 名：鶴居どさんこ牧場
指定管理者：株式会社　鶴居村振興公社
指 定 期 間：令和 6年 4月 1日から 5年間

施 設 名：鶴居村村民スポーツ・健康増進施設
　　　　　　（ファミスポ・アップ）
指定管理者：株式会社　むらづくり鶴居
指 定 期 間：令和 6年 4月 1日から 3年間

▶指定管理者の指定
　村の公共施設６施設の指定管理者を指定しました。

　選挙管理委員会の委員と補充員の選挙を指名推薦方式で行い、下記の方々が当選しまし
た。任期は令和 5年 12月 23 日から令和 9年 12月 22 日までの４年間です。

氏　名 年齢 所属政党
渡
わた

辺
なべ

　巖
いわお

　さん 79 無所属

松
まつ

井
い

　基
もと

廣
ひろ

　さん 71 無所属

白
しら

木
き

　良
よし

雄
お

　さん 67 無所属

大
おお

槻
つき

　典
のり

行
ゆき

　さん 64 無所属

順位 氏　名 年齢 所属政党
第１順位 高

たか
田

だ
　栄

えい
子

こ
　さん 60 無所属

第２順位 秋
あき

里
さと

　忠
ただ

克
かつ

　さん 51 無所属

第３順位 佐
さ

藤
とう

　利
とし

光
みつ

　さん 49 無所属

第４順位 齋
さい

藤
とう

　欣
よし

巳
み

　さん 49 無所属

委　員（４名） 補充員（４名）

1212
月
定
例
会

月
定
例
会
12
月
13
～
14
日
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12月議会
で ど ん な
ことを？

一
般
質
問   
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月
定
例
会

月
定
例
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月
13
～
14
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臨
　
時
　
会

一般質問一般質問

　吉
よし

田
だ
　保

やす
博
ひろ

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P6
①令和６年度村長選挙への出馬は

　大
おお

津
つ
　泰

やす
則
の り

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P11
①タンチョウの鳥インフルエンザ対策は

８
人
の
議
員
が

８
人
の
議
員
が
９９
項
目
の
質
問

項
目
の
質
問

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　松
まつ

井
い
　俊

しゅん
治
じ
　議員　　　　　　　　　　　　 　　　P9

①幌呂市街の活性化を

　佐
さ
藤
とう

　吉
よし

人
ひと

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P8
①空家対策は

　及
おい

川
かわ

　満
みち

浩
ひろ

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P12
①次期介護保険計画は
②高齢者へ就労機会の提供を

　松
まつ

井
い
　洋

ひろ
和
かず

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P7
①DXの取り組みは

　板
いた

　宏
ひろ

哉
や
　議員　　　　　　　　　　　　 　　　　P10

①保育園送迎バスの安全対策は

　東
あづま

　隆
たか

行
ゆき

　議員　　　　　　　　　　　　 　　　　P13
①エゾシカの捕獲拡大を

12月定例会
審議した議案と結果

松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

選挙
選挙管理委員会委員の及び同補充員の選挙　
任期満了による委員 4名、補充員 4名の選挙。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例の制定
未来へつなげる景観むらづくり条例の制定　
鶴居村の良質な景観の形成を推進するため景観法の施行に必要な事項を定める条例。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

公営企業の設置等に関する条例の制定　
簡易水道事業と農業集落排水事業を地方公営企業法を適用した公営企業
会計に移行するための条例。

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道特別会計条例等を廃止する条例の制定　
公営企業会計へ移行することに伴い関連する条例を廃止するための条例。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例の改正
移住体験住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正
移住体験住宅の使用料を上げる改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険税条例の一部改正
主に法改正による出産に関する保険税の減額などの改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度補正予算
一般会計（第５号）
主に物価高騰対策事業や光熱費の増加などによる増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険特別会計（第２号）
主に令和6年度介護保険制度改正に対応するシステム改修による増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

指定管理者の指定
公の施設に係る指定管理者の指定（ほのぼのセンター） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公の施設に係る指定管理者の指定（おが粉工場） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
公の施設に係る指定管理者の指定（運動広場） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公の施設に係る指定管理者の指定（どさんこ牧場） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公の施設に係る指定管理者の指定（ファームインつるい） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公の施設に係る指定管理者の指定（ファミスポ・アップ） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
意見書（国に提出）
北方領土問題の解決促進等を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
子ども関連施設の暑さ対策に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第３回臨時会
条例の改正
一般職員給与条例の一部改正
令和 5年人事院勧告に基づき適正な給与水準に引き上げる改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

特別職の給与等に関する条例の一部改正
人事院勧告に基づき村長、副村長、教育長の期末手当を0.1月分上げる改正。全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

職員の寒冷地手当に関する条例の全部改正
寒冷地手当を一括支給から月額制に改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

議会議員の議員報酬・期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正
議会議員の期末手当を 0.1 月分上げる改正。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

令和５年度補正予算
一般会計（第４号）
主に鶴居中学校仮設校舎建設事業などによる増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

水道特別会計（第２号）
主に人事院勧告に基づく給与改定による増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

診療所特別会計（第１号）
主に人事院勧告に基づく看護師給料の増加などによる増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

契約の締結
工事請負契約の変更契約の締結
鶴居中学校大規模改修建築主体工事で一部設計変更があったため。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。

賛成：〇
反対：×

　11月24日に臨時会を開会しました。村長提出議案は７件、
発議案１件で、すべての議案が原案通り可決されました。

欠席：欠
除斥：ー
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一
般
質
問   

吉
田
保
博

一
般
質
問   

松
井
洋
和

吉
田 

平
成
24
年
４
月
に
初

当
選
以
来
、
３
期
目

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

村
長
の
役
割
は
、「
鶴
居
村
の

未
来
に
向
け
て
歩
む
べ
き
基
礎
を

整
え
な
が
ら
果
敢
に
挑
戦
す
る
こ

と
で
あ
る
」
と
捉
え
、
１
期
目
は

「
笑
顔
と
活
気
あ
ふ
れ
る
協
働
の

美
し
い
村
」
を
目
指
し
て
、
２
期

目
は
「
愛
す
る
郷
土
・
未
来
の
創

造
」
夢
を
抱
き
笑
顔
で
輝
く
村
づ

く
り
、
３
期
目
は
「
村
民
主
役
・

未
来
創
造
」
次
世
代
に
夢
と
希
望

が
届
く
村
づ
く
り
を
村
政
執
行
の

目
標
と
し
、
そ
の
う
え
で
、
重
点

的
に
推
進
す
る
各
種
政
策
を
掲

げ
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
周

知
の
こ
と
で
す
。

吉
よし

田
だ
保
やす

博
ひろ

 議員

４月に村長選挙があるが４期目への出馬の考えは。
次期村長選挙への出馬は
村長　４選を目指し立候補します

松
まつ

井
い
洋
ひろ

和
かず

 議員

松
井 

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
制

度
が
始
ま
り
、
令
和
４
年
度
は

１
８
０
０
億
円
が
予
算
化
さ
れ
、

各
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
村
の
取
り
組

み
と
、
今
後
、
地
域
に
広
が
る
で

あ
ろ
う
Ｄ
Ｘ
の
展
望
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
進
展
に

対
応
し
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
時
点
で
は
具
体
的
な
事
業
計

画
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
他
自

治
体
の
取
り
組
み
事
例
な
ど
も
参

考
に
、
村
民
生
活
や
行
政
事
務
の

向
上
な
ど
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
な
ど
を
研
究
し
て
い

く
考
え
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は

様
々
な
分
野
で
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
初
期
投
資
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
多
額
な
財
政
負

担
が
生
じ
る
こ
と
や
こ
れ
ま
で
構

築
し
た
既
存
サ
ー
ビ
ス
が
淘
汰
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
は
、
小
規
模
な
自
治
体
の
利
点

で
あ
る
顔
の
見
え
る
行
政
や
人
と

人
と
が
接
す
る
場
面
を
大
切
に
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値
に
見
合
っ
た
技
術

や
サ
ー
ビ
ス
を
取
捨
選
択
し
慎
重

に
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
社
会
の

対
応
策
や
人
口
減
少
問
題
、
酪
農

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済
の
振

興
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

　

鶴
居
村
の
未
来
に
向
け
て
は
、

さ
ら
に
高
い
行
財
政
運
営
手
腕
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
４
期
目
の
村
長
選
挙

立
候
補
に
つ
い
て
村
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

村
長 

国
で
は
、
国
民
の
暮

ら
し
や
産
業
な
ど
の

領
域
な
ど
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

の
力
を
全
面
的
に
活
用
し
な
が
ら

地
方
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少

や
過
疎
化
、
産
業
の
衰
退
な
ど

の
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

２
０
２
１
年
か
ら
都
市
部
と
変
わ

DX の取り組みと今後は
村長　デジタル化社会へ対応したい

全国の自治体で DX 化への動きが加速化しているが。

村
長 

３
期
目
の
村
長
就
任

か
ら
３
年
６
か
月
が

経
過
し
、
残
す
任
期
も
５
か
月
余

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
こ
の
３
期
目
は

国
内
外
で
感
染
の
拡
大
が
続
い
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
る
な
か
で
、
村
政
執

行
に
あ
た
る
毎
日
で
あ
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
社
会
環
境
の
中
で
、
鶴
居
村
の

現
状
を
考
え
未
来
を
創
造
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
村
民
の
安
全
安
心

や
産
業
振
興
、美
し
い
村
づ
く
り
、

そ
し
て
確
か
な
行
政
運
営
を
指
針

と
し
な
が
ら
、
村
民
や
地
域
に
寄

り
添
っ
た
公
平
公
正
な
村
政
に
努

め
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
質
問
の「
次
期
村

長
選
挙
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
、
村
づ
く
り
の
基
本

的
方
向
を
示
す「
つ
る
い
未
来
創

造
プ
ラ
ン（
第
５
次
鶴
居
村
総
合

計
画
）」
が
推
進
中
で
あ
り
、
今

後
も
人
口
減
少
が
進
み
本
格
的
な

少
子
高
齢
社
会
に
移
り
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
後
の
地
域
社

会
に
は
デ
ジ
タ
ル
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
食

や
観
光
の
推
進
が
叫
ば
れ
、
厳
し

い
経
済
環
境
に
対
応
す
る
様
々
な

政
策
展
開
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

　

12
月
５
日（
火
）
に
開
催

さ
れ
た
中
学
生
模
擬
議
会
の

終
了
後
に
撮
影
し
た
集
合
写

真
で
す
。

　

み
ん
な
緊
張
し
な
が
ら
も

堂
々
と
し
た
態
度
で
、村
長
・

教
育
長
に
一
般
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。　

　

本
村
で
も
、
酪
農
畜
産
の
振
興

や
環
境
資
源
を
生
か
し
た
む
ら
づ

く
り
、
人
材
の
育
成
確
保
な
ど
、

行
政
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
環
境
や
経
済
に

変
化
が
生
じ
る
時
代
を
迎
え
て
い

る
な
か
に
あ
っ
て
も
、
酪
農
や
豊

か
な
自
然
に
支
え
ら
れ
た
持
続
可

能
な
地
域
と
し
て
、
村
民
の
暮
ら

し
や
将
来
を
担
う
世
代
に
新
た
な

展
望
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
新
た

な
決
意
と
責
任
を
持
っ
て
来
年
春

の
改
選
期
を
迎
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

過
日
、
私
を
後
援
く
だ
さ
る
多

く
の
皆
様
か
ら
も
、
４
期
目
へ
の

立
候
補
を
要
請
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
私
の
思
い
を
伝
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
初
心
の
気
持
ち
に
立

ち
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
経
験
や
地
域
と
の
信
頼
を

大
切
に
し
て
、
こ
こ
に
来
年
春
に

執
行
さ
れ
ま
す
村
長
選
挙
に
四
選

を
目
指
し
立
候
補
す
る
こ
と
を
表

明
い
た
し
ま
す
。

立候補を表明した大石村長

ら
ぬ
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
に

よ
る
基
本
方
針
を
示
し
、
国
の
成

長
戦
略
の
重
要
な
柱
に
位
置
付
け

な
が
ら
、
地
方
を
支
援
す
る
様
々

な
施
策
を
推
し
進
め
て
お
り
、
今

年
度
当
初
予
算
で
１
０
０
０
億
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
や
利
用
に
努
め
て
き
た

と
同
時
に
、
本
年
７
月
か
ら
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住

民
票
の
写
し
な
ど
を
取
得
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
ほ
か
、
今

月
か
ら
は
役
場
窓
口
で
各
種
申
請

書
の
記
載
を
省
略
で
き
る
申
請
書

作
成
支
援
端
末
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
10
月
に
は
自
治
体

Ｄ
Ｘ
の
職
員
研
修
を
実
施
し
た
ほ

か
、
４
月
か
ら
は
子
育
て
や
介
護

関
係
、
転
入
・
転
出
手
続
き
に
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
を
開
始
す
る
な
ど
、
自
治

体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
や
共

通
化
に
向
け
た
移
行
作
業
な
ど
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
、
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

注：DX とは「Digital Transformation（デジタルトランスフォーメーション）」の略称です。「進化したデジ
タル技術を活用し、ビジネスだけでなく人々の生活をより良い状態へ変革する」といった概念になります。



佐
藤 
２
月
に
「
鶴
居
村
空

き
家
等
対
策
計
画
」

が
作
成
さ
れ
、
村
の
空
き
家
状
況

に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
現
在
の

鶴
居
村
の
空
き
家
は
２
１
３
件
あ

り
、
そ
の
中
で
も
住
宅
の
空
き
家

率
は
14
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
発
生
要
因
と
し
て
は

・
住
人
等
の
死
亡
（
24
％
）

・
住
人
等
の
転
居
・
移
転
（
20
％
）

・
住
人
等
の
施
設
入
所
（
12
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
所
有
者
か
ら
の
空
き

家
の
維
持
管
理
で
困
っ
て
い
る
こ

と
を
尋
ね
る
と

・
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

（
44
％
）

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

村内の空き家は 213 件あるがその対策は。
村で特定空家に認定されたら
村長　必要な勧告などの対策を講ずる

松
まつ

井
い

俊
しゅん

治
じ
 議員

松
井 

幌
呂
地
区
市
街
地
の

今
後
の
活
性
化
に
つ

い
て

①
幌
呂
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
や
使
用

頻
度
の
低
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ

い
て
、
撤
去
の
計
画
な
ど
は
あ
る

の
か
。

②
撤
去
し
た
場
合
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
何
か
構
想
が
あ
る
の
か
。

③
道
路
沿
い
の
危
険
な
廃
屋
の
整

備
に
つ
い
て
。

以
上
、
３
点
に
つ
い
て
村
長
・
教

育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

廃
屋
に
つ
い
て
は
、
幌
呂
市
街
地

の
一
部
家
屋
と
認
識
い
た
し
ま

す
。

　

廃
屋
に
つ
い
て
は
、
倒
壊
の
恐

れ
や
景
観
、
治
安
の
悪
化
な
ど
、

地
域
内
に
与
え
る
影
響
も
あ
り
、

少
子
高
齢
社
会
や
人
口
減
少
が
進

む
中
で
大
き
な
課
題
と
さ
れ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
廃
屋
や
空
き
家

の
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月

に
策
定
し
た「
鶴
居
村
空
き
家
等

対
策
計
画
」
の
考
え
な
ど
に
沿
っ

て
執
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

空
き
家
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
特
定
空
家
な
ど
の
認
定
を
含

め
対
策
協
議
会
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
村
と
し
て
様
々
な

対
応
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
、
家
き
屋
の
所
有

者
な
ど
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や

撤
去
な
ど
を
求
め
て
い
く
考
え
で

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
幌

呂
地
域
の
活
性
化
方
策
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
意
向
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
十
分
に
協
議
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

教
育
長 

ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
は
、
昭
和
53

年
に
設
置
し
、
幌
呂
育
成
会
や
地

域
の
方
な
ど
の
維
持
管
理
の
も
と

で
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

・
現
住
所
か
ら
空
き
家
ま
で
遠
い

（
24
％
）

・
管
理
を
頼
め
る
人
や
業
者
が
い

な
い
（
16
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
村
が
各
種
計
画

に
示
す
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
所
有
者
の
約
半
数
が
困
っ
て

い
な
い
と
答
え
て
い
る
と
い
っ
た

結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
鶴
居
村
空
家
等
対

策
協
議
会
」
で
特
定
空
家
と
認
定

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
後
の
行
政
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。全国的に問題となってる空き家の対策

し
、
少
子
化
に
よ
る
利
用
者
の
減

少
や
維
持
管
理
へ
の
関
係
者
の
ご

負
担
も
あ
っ
て
、
令
和
２
年
度
か

ら
リ
ン
ク
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
昭

和
56
年
に
設
置
し
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
中
で
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
当
面
は

防
犯
上
の
観
点
な
ど
か
ら
必
要
な

対
応
を
関
係
者
と
連
携
し
て
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
こ
れ
か
ら
の

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
具
体
的

な
計
画
は
立
て
て
い
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
に
は
、
役
場
関
係
部
署
と

連
携
の
も
と
で
、
必
要
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

保
管
庫
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、

当
面
の
間
は
現
状
の
状
態
で
維
持

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
元
地
域
の
意
向
が

あ
る
場
合
や
老
朽
化
が
進
み
、
保

管
庫
と
し
て
の
利
用
に
支
障
や
新

た
な
課
題
が
発
生
し
た
場
合
な
ど

は
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
な
ど
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
土
地
利
用
の
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
中
長
期
的
な

視
点
も
持
ち
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
の
道
路
沿
線
の
危
険
な

８議会だよりつるい　№ 180№ 180　　９ 議会だよりつるい　№ 180№ 180　　

幌呂市街地の今後は
教育長　防犯上の観点から必要な対応を
旧幌呂保育園やテニスコート、スケートリンクの今後は。

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

村
長 

２
月
に
策
定
し
た「
鶴

居
村
空
き
家
等
対
策

計
画
」
に
基
づ
き
、
空
き
家
の
適

切
な
管
理
や
特
定
空
家
な
ど
の
措

置
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
協
議
す

る「
鶴
居
村
空
家
等
対
策
協
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の「
特
定
空
家
」
に
つ

い
て
は
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
お
い

て
、
放
置
す
れ
ば
倒
壊
な
ど
著
し

く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
状
態
や
衛
生
上
有
害
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
状
態
、
さ
ら
に
著

し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状

態
、
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の

保
全
上
、
不
適
切
な
状
態
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
空
き
家
な
ど
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
定
空
家
に
相
当

す
る
状
態
の
家
屋
な
ど
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
協
議
会
で
合
意
形

成
を
図
る
な
ど
し
て
村
が
認
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
定
空
家
な
ど
に
認

定
さ
れ
た
家
屋
の
所
有
者
な
ど
に

対
し
て
も
、
協
議
会
の
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
法
令
に
規
定

一
般
質
問   

松
井
俊
治

さ
れ
る
措
置
な
ど
も
含
め
て
必
要

な
勧
告
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
特
定
空
家
な
ど

の
所
有
者
に
対
し
行
う
勧
告
に

よ
っ
て
、
当
該
家
屋
な
ど
が
住
宅

用
地
の
特
例
措
置
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
、
固
定
資
産
評
価
額
が
更

地
状
態
と
同
等
の
６
倍
程
度
と
な

る
場
合
が
あ
る
な
ど
、
所
有
者
が

特
定
空
家
な
ど
の
適
正
管
理
や
除

却
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
勧
告
は
一
定
の
効
果
を
持
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
は
、
４
月
か
ら
相
続

が
発
生
し
た
場
合
の
相
続
登
記
を

義
務
化
し
住
宅
所
有
者
が
明
確
に

な
る
な
ど
、
空
き
家
対
策
を
推
進

す
る
う
え
で
有
効
な
規
定
に
な
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
は
こ
れ
ま
で
も
空
き

家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
を
設

け
、
住
宅
の
空
き
家
化
な
ど
を
防

止
す
る
第
三
者
へ
の
譲
渡
や
賃
貸

を
仲
介
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
推
進
し
な
が
ら
空
き
家
対
策

に
努
め
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

村長　地域の意向を踏まえ協議検討

村
長 

旧
幌
呂
保
育
園
に
つ

い
て
も
、
現
段
階
で

は
撤
去
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旧
幌
呂
保
育
園
は
、
閉
園
か
ら

村
が
保
有
す
る
各
種
備
品
な
ど
の

備品保管庫として使用されている
旧幌呂保育園
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一
般
質
問    

板 

宏
哉　

板 

２
０
２
３
年
４
月
１
日
よ

り
、
幼
児
な
ど
の
所
在
確

認
と
送
迎
用
バ
ス
な
ど
へ
の
安
全

装
置
の
装
備
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
鶴
居
村
の
保
育
園
の
送
迎
バ

ス
も
今
年
の
４
月
か
ら
新
し
く

な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
バ
ス
を
見
た
と
こ
ろ
、

車
内
点
検
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と

い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
現
状
の
保
育
園
の
送
迎

バ
ス
は
義
務
化
に
適
応
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
こ
ち
ら
の
車
内
点
検
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
機
能
に
な
る
の
か
を
伺
い

い
ま
す
。

板
いた

 宏
ひろ

哉
や
 議員

義務化された送迎バスの安全装置は設置されていますか。
保育園送迎バスの安全装置は
村長　設置済み。信頼される運行を　

村
長 

国
は
、
保
育
園
や
認

定
子
ど
も
園
な
ど
の

送
迎
バ
ス
に
子
ど
も
が
置
き
去
り

に
な
っ
た
痛
ま
し
い
事
故
が
全
国

で
複
数
発
生
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
昨
年
度
、
子
ど
も
の
バ
ス
送

迎
・
安
全
徹
底
プ
ラ
ン
や
送
迎
用

バ
ス
の
置
き
去
り
防
止
を
支
援
す

る
安
全
装
置
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
中
の
安
全
装

置
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
村
で
は
、
本
年
８
月
か
ら
幌

呂
、
下
幌
呂
両
地
区
を
運
行
す
る

２
路
線
の
保
育
園
送
迎
バ
ス
に
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
適
合
す
る
降
車

確
認
式
装
置
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

使
用
す
る
安
全
装
置
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
す
る
と
車
内
の
安
全

確
認
を
促
す
車
内
向
け
の
警
報
が

流
れ
、
運
転
者
な
ど
が
車
内
を
確

認
し
て
最
後
尾
の
装
置
を
操
作
し

て
警
報
が
停
止
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
安
全
装
置
は
、
運

転
手
や
職
員
に
よ
る
確
認
を
補
完

す
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
慣
れ
や
思
い
込
み
で
対

応
す
る
こ
と
な
く
、
乗
降
車
時
の

人
数
や
欠
席
園
児
の
把
握
、
連
絡

の
な
い
欠
席
園
児
の
保
護
者
へ
の

速
や
か
な
確
認
な
ど
、
職
員
間
で

こ
れ
ら
の
情
報
を
的
確
に
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
後
も
運
転
手
や
職
員
が
日
頃

か
ら
安
全
確
認
の
強
い
意
識
を
持

ち
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

置き去り防止安全装置を装備した保育園の送迎バス

大
おお

津
つ
泰
やす

則
の り

 議員

大
津 

９
月
以
降
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
死
骸
か
ら
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
検
出
が
、
釧
路
・
根
室
管
内

で
４
例
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ウ
イ
ル
ス
が
様
々
な
鳥
に
感

染
し
や
す
く
変
異
し
、
ツ
ル
に
広

が
り
始
め
た
」
と
専
門
家
は
危
機

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

①
現
在
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
給

餌
の
開
始
時
期
を
延
期
し
て
い
ま

す
が
、
計
画
通
り
に
開
始
さ
れ
ま

す
か
。

　

ま
た
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
抑
え

る
た
め
に
給
餌
を
開
始
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
雪
も
降
り
給
餌
場
へ
の

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
状
況
は
ど
う

で
す
か
。

住
民
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た「
タ

ン
チ
ョ
ウ
に
お
け
る
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
」
で
環
境

省
か
ら
、
大
規
模
給
餌
場
を
保
有

す
る
市
町
村
に
対
し
、
回
収
個
体

を
遺
伝
子
検
査
結
果
が
判
明
す
る

ま
で
の
期
間
を
目
安
に
、
自
治
体

で
一
時
保
管
で
き
る
よ
う
な
設
備

の
設
置
に
つ
い
て
協
力
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
教
育
委
員
会
で

は
、
村
が
所
有
す
る
現
在
使
わ
れ

て
い
な
い
住
宅
用
の
物
置
を
市
街

地
の
外
れ
に
移
設
設
置
し
、
そ
の

中
で
一
時
保
管
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

④
現
在
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
専
門
員
を

１
名
配
置
し
、
そ
の
高
い
専
門
性

を
生
か
し
て
、
業
務
に
力
を
発
揮

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
組
織

的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
、
教
育
委
員
会
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長 

①
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
、
鶴
見
台

と
も
に
12
月
２
日
か
ら
給
餌
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
可
能
な

限
り
広
範
囲
に
餌
を
ま
く
な
ど
の

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛
来
状

況
で
す
が
、
12
月
５
日
の
越
冬
分

布
調
査
で
は
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

に
15
羽
、
鶴
見
台
に
67
羽
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
教
育
委
員
会
で
は
、
タ
ン
チ
ョ

ウ
自
然
専
門
員
を
中
心
に
越
冬
期

に
週
１
回
程
度
、
村
内
の
飛
来
地

な
ど
の
巡
視
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
Ｉ
Ｐ
を
通
じ
、

②
最
大
生
息
地
の
釧
路
管
内
で
も

陽
性
が
確
認
さ
れ
、
衰
弱
個
体
を

見
つ
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
警
戒
を
強
め
て

い
ま
す
。

　

村
は
、
給
餌
時
な
ど
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
衰
弱

個
体
の
発
見
に
対
す
る
対
応
が
な

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

③
感
染
防
止
対
策
は
衰
弱
し
た
個

体
の
隔
離
や
死
骸
の
早
期
回
収
が

柱
に
な
り
、
治
療
す
る
か
殺
処
分

に
す
る
か
判
断
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
道
内
で
は
保
護
で
き

る
場
所
は
釧
路
市
北
斗
の
野
生
生

物
保
護
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
あ
り
、

ツ
ル
だ
け
で
な
く
全
道
か
ら
希
少

種
が
運
び
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
早
期

発
見
、
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
防
止
の

観
点
か
ら
も
鶴
居
村
に
も
隔
離
室

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
伺
い
ま

す
。

④
現
在
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
か
か
わ

る
専
門
員
は
一
人
で
す
。

　

村
は
独
自
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
の

共
生
に
向
け
た
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

居
モ
デ
ル
」
の
策
定
を
進
め
て
お
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タンチョウの感染対策は
教育長　組織的に力を合わせて取り組む

高病原性鳥インフルエンザへの感染が複数確認されているが。

一
般
質
問   

大
津
泰
則

　議会の傍聴お待ちしています。
次回定例会は3月7日(木)10時～役場2階（予定）

議会だよりは要約されています。議会だよりは要約されています。
臨場感ある本会議場へお越しください。臨場感ある本会議場へお越しください。

り
、
策
定
後
は
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
鶴

居
モ
デ
ル
」
の
実
行
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た

検
証
や
村
内
外
へ
の
普
及
、
観
光

客
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
よ
う
な
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
に
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
専
門

員
の
増
員
も
検
討
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
伺
い
ま
す
。
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問    

東 

隆
行 
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東
あづま

 隆
たか

行
ゆき

 議員

道内に 72 万頭生息しているエゾシカ

東 

令
和
４
年
度
の
エ
ゾ
シ
カ

の
生
息
数
は
72
万
頭
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
数

は
、
道
東
で
７
万
１
４
７
６

頭
、
全
道
に
お
け
る
捕
獲
目
標
は

16
万
３
０
０
０
頭
で
し
た
が
、
駆

除
数
は
14
万
１
０
０
０
頭
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
国
有
林
内
で
作
業

員
が
猟
銃
に
撃
た
れ
る
事
故
が
あ

り
、
以
降
国
有
林
は
発
砲
禁
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

村
有
林
に
お
い
て
も
、
新
設
林

道
な
ど
施
錠
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
村
有
林
、
林
道
、
作
業
の
し
て

い
な
い
場
所
の
開
放
。

②
オ
ス
ジ
カ
・
メ
ス
ジ
カ
の
報
償

村
長 

道
内
に
お
け
る
エ
ゾ

シ
カ
の
推
定
生
息
数

は
、
依
然
と
し
て
高
い
状
態
で

推
移
し
て
お
り
、
道
が
ま
と
め

た
昨
年
度
の
道
内
鳥
獣
被
害
額

は
58
億
３
６
０
０
万
円
、
そ
の

内
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害
額
は

48
億
４
６
０
０
万
円
と
、
全
体
の

お
よ
そ
８
割
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
な
ど
か
ら
、
市

町
村
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
対
策
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
実
施
に
向

け
た
予
算
の
確
保
や
猟
銃
に
よ
る

捕
獲
従
事
者
の
永
続
的
な
配
備
が

喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

エゾシカ捕獲拡大を
村長　効率的効果的な対策が喫緊の課題

72 万頭のエゾシカの被害額は 48 億円。さらなる対策を。

て
い
ま
す
。

①
現
状
の
村
有
林
は
国
有
林
や
道

有
林
な
ど
の
取
り
扱
い
と
異
な

り
、
林
業
施
業
地
を
は
じ
め
柵
や

塀
で
囲
む
場
所
以
外
は
一
般
狩
猟

や
有
害
捕
獲
は
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
施
錠
さ
れ
た
林
道
や
作

業
さ
れ
な
い
場
所
の
開
放
に
つ
い

て
は
、
林
野
火
災
に
係
る
予
消
防

の
観
点
な
ど
か
ら
、
狩
猟
の
一
定

程
度
の
効
果
は
認
識
し
ま
す
が
慎

重
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
に
係
る
国
か
ら

の
報
償
費
は
、
一
向
に
減
少
傾
向

に
繋
が
ら
な
い
生
息
数
や
農
業
被

害
額
の
増
加
な
ど
を
抑
制
す
る
観

点
か
ら
、
来
年
度
よ
り
雌
ジ
カ
の
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一
般
質
問   

及
川
満
浩

及
川 

２
０
０
０
年
か
ら
始

ま
っ
た
介
護
保
険
計

画
も
、
来
年
度
か
ら
第
９
期
の
計

画
へ
と
移
行
さ
れ
ま
す
。
現
在
策

定
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
の
計

画
に
対
す
る
認
識
と
方
針
を
伺
い

ま
す
。

①
人
口
構
成
比
の
高
い
「
団
塊
の

世
代
」
が
後
期
高
齢
者
に
移
行
す

る
、
い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題

へ
の
村
の
現
状
と
対
応
を
伺
い
ま

す
。

②
現
在
、
介
護
人
材
の
不
足
に
よ

り
定
員
割
れ
の
入
所
施
設
が
増
え

て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
介
護
が
困

難
な
場
合
の
施
設
入
所
に
不
安
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
の
計
画

へ
の
対
応
方
針
を
伺
い
ま
す
。

及
おい

川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

現在策定中ですが村の計画に対する認識と方針は。
第９期介護保険計画の方針は
村長　保険運営が適正になるように計画　

村
長 

①
現
状
で
は
、
施
設

や
通
所
、
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
人
材
の
確
保

な
ど
、
当
面
の
間
は
可
能
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
介
護
現
場
や
民
間
事
業
者
な
ど

と
連
携
し
、
引
き
続
き
介
護
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
な
ど
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
今
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
設

置
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

や
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

参
画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

④
今
後
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
所
要
の
対

及
川 

現
在
、
就
労
人
口
の

減
少
に
よ
り
多
く
の

分
野
で
人
材
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
金
が
物
価
高
騰
な

ど
に
十
分
に
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず

年
金
生
活
者
の
生
活
は
苦
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
健
康
な
生

活
の
た
め
就
労
機
会
を
求
め
る
定

年
退
職
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
就

労
機
会
の
提
供
と
し
て
機
能
し
て

い
た
道
の
高
齢
者
事
業
団
の
補
助

は
廃
止
さ
れ
、
機
能
が
低
下
し
て

い
ま
す
。

　

国
も
こ
う
し
た
現
状
を
憂
い
、

先
日
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

村
長 

高
齢
者
の
就
労
機
会

の
援
助
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
や
関
連
制
度
に
沿
っ
た

企
業
や
団
体
な
ど
の
雇
用
促
進
に

委
ね
る
ほ
か
、
就
労
の
あ
っ
せ
ん

を
望
む
場
合
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

よ
る
再
就
職
な
ど
を
希
望
す
る
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
す
る
こ
と
が
適
切
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
内
の
就
労
に
関
し
て

は
、
村
振
興
公
社
が
管
理
運
営
す

る
芝
生
管
理
や
鶴
居
運
動
広
場
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
で
高
齢
者

を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
ま
す
が

村
内
高
齢
者
か
ら
の
応
募
は
少
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
が
他
地
域
で

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

す
る
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
能

力
や
意
欲
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
も
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

高
齢
者
へ
就
業

機
会
の
提
供
を

③
介
護
保
険
で
対
応
す
る
以
外
で

の
サ
ー
ビ
ス
や
家
族
介
護
者
の
援

助
も
必
要
な
支
援
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
新
た
な
事
業

の
創
設
も
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
村
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

④
介
護
人
材
の
不
足
に
対
す
る
村

の
公
的
援
助
も
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
村
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

⑤
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

策
を
講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

⑤
策
定
委
員
会
の
意
見
も
踏
ま
え

な
が
ら
被
保
険
者
の
負
担
や
保
険

運
営
が
適
正
な
も
の
に
な
る
よ
う

設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
援
助
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
村
の
高
齢
者
の
就
労

機
会
の
援
助
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

費
に
（
例
と
し
て
メ
ス
６
０
０
０

円
、
オ
ス
４
０
０
０
円
な
ど
）
格

差
を
つ
け
る
。

③
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
今
年
度
で
任
期

を
終
了
し
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
新
規
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
の
人
員
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

　

以
上
、
３
点
に
つ
い
て
村
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

獲
単
価
の
上
乗
せ
が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
村
の
捕
獲
報
償
の
考

え
方
と
し
て
、
頭
数
の
削
減
と
同

時
に
農
業
被
害
の
抑
制
に
努
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
被
害
地
に

出
没
す
る
エ
ゾ
シ
カ
は
性
別
を
問

わ
ず
す
べ
て
が
加
害
個
体
で
す
。

　

捕
獲
可
能
な
状
態
に
あ
る
場
合

は
、
オ
ス
メ
ス
の
区
別
な
く
捕
獲

す
べ
き
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
異

な
っ
た
報
償
費
を
設
定
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
後
、
効
果
的
な
捕

獲
が
可
能
に
な
れ
ば
検
討
の
余
地

は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
任
用
期
間
が
満
了
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
員
の
後
任
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
採
用
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
事
務

対
応
を
内
部
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
隊
員
は
任
務
が
終
了

し
た
あ
と
は
村
内
で
鳥
獣
捕
獲
に

関
わ
る
姿
勢
を
示
さ
れ
て
お
り
、

村
と
連
携
し
て
鳥
獣
被
害
の
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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▽
白
老
町

白
老
町

　

ナ
チ
ュ
の
森
に
あ
る
「
自
然
と

科
学
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
森
の
工

舎
は
、
２
０
１
３
年
に
廃
校
と

な
っ
た
旧
虎
杖
中
学
校
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
誕
生
。

　

館
内
で
は
、
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
デ

ザ
イ
ナ
ー
監
修
の
「
香
り
の
ラ

ボ
」、
本
格
的
な
蒸
留
を
間
近
で

体
験
で
き
る
「
蒸
留
実
験
室
」、

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
「
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」「
え
ほ
ん
の
部
屋
」、

５
メ
ー
ト
ル
の
屋
根
型
天
井
が
特

徴
的
な
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
ほ

か
、
倶
多
楽
湖
の
湧
水
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
リ
ン
ク
や
、
理
科

実
験
雑
貨
も
取
り
揃
え
る
「
蒸
留

カ
フ
ェ
＆
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
、
科

学
体
験
を
通
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
発

見
や
学
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　

東
京
か
ら
の
企
業
誘
致
の
先
進

事
例
モ
デ
ル
。
工
場
の
建
設
に
当

た
り
環
境
に
対
す
る
配
慮
な
ど
地

域
へ
の
説
明
会
な
ど
を
重
ね
て
現

在
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
旧

虎
杖
中
学
校
の
体
育
館
を
活
用

し
、
す
べ
り
台
の
「
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ふ
わ
ふ
わ
」
や
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
マ
ッ
ト
の
「
エ
ア
ト
ラ
ッ
ク
」

な
ど
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
遊
具

を
揃
え
た
全
天
候
型
の
屋
内
施

設
。
こ
う
し
た
子
供
が
遊
べ
る
場

所
が
あ
る
環
境
が
あ
り
な
が
ら
、

大
人
も
楽
し
め
る
施
設
と
い
う
こ

と
で
町
外
か
ら
の
利
用
者
も
多
い

と
の
こ
と
。

①ベストプラクティスの学習
他の自治体で成功しているプロジェクトや政策を直接視察することで、実際の
運用方法や成果、そして地域に与える影響を理解することができる。これにより、
政策立案やプロジェクト実施において参考にすることが可能になる。
②問題解決のアイデア収集
異なる地域が直面している課題やその解決策を学ぶことで、自治体で類似の問
題を抱えている場合の解決の糸口を見つけることができる。
③地域間のネットワーク構築
他の自治体を訪れることで、異なる地域の議会メンバーや行政職員との関係を
築き、情報交換の機会を持つことができる。このネットワークは、将来的な共
同プロジェクトや政策提案において有益なものとなり得る。

④住民の意見やニーズの理解
実際に他の地域を訪れ、そこでの住民の生活状況や意見を直接聞くことで、よ
り広範な視野を持ち、多様なニーズを理解することが可能になる。
⑤政策の効果検証
他の自治体で実施されている政策の効果を直接確認することで、その政策が当
該自治体に適用可能か、どのような改善が必要かを評価することができる。

⑥教育と啓発
視察を通じて得られた知識や経験は、議会メンバーや行政職員の教育に役立つ。
また、住民に対する啓発活動にも活用できる。

道内先進事例視察の６つの要素

▽
当
別
町

当
別
町

　

当
別
町
議
会
に
お
い
て
、
廃
校

と
な
っ
た
小
中
学
校
の
再
利
用
、

活
用
先
進
事
例
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
当
別
町
で
は
廃
校

と
な
っ
た
小
中
学
校
の
う
ち
、
令

和
２
年
度
ま
で
に
７
校
が
再
利
用 

さ
れ
て
い
る
。

　

用
途
は
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
交
流
施

設
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
活
か
し
た

家
具
工
房
、
地
場
産
材
を
活
か
し

た
チ
ッ
プ
工
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

多
様
な
運
営
主
体
の
活
動
は
、
ま

ち
に
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を
呼
び
込

ん
で
い
る
。
運
営
方
式
は
、
す
べ

て
民
間
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、

無
償
お
よ
び
有
償
貸
与
と
、
有
償

譲
渡
の
３
種
類
に
区
分
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
廃
校
後
に
民
間
事
業
者

か
ら
活
用
提
案
を
公
募
し
、
庁
内

の
関
係
部
署
で
構
成
す
る
審
査
委

員
会
が
事
業
計
画
な
ど
を
審
議
し

た
上
で
運
営
者
を
決
定
。
町
が
こ

れ
ま
で
に
運
営
を
委
ね
た
民
間
事

業
者
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
過
半

数
を
占
め
、
障
が
い
者
ら
就
業
や

交
流
・
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

有
償
貸
与
の
東
裏
小
学
校
は
、

家
具
工
房
と
し
て
、
木
造
校
舎
の

温
か
み
を
活
か
し
て
、
オ
ー 

ダ
ー

メ
イ
ド
の
キ
ッ
チ
ン
や
家
具
、
車

椅
子
な
ど
を
展
示
・
製
造
し
て
い

る
。 

須
田
修
司
代
表
は
「
当
別

を
象
徴
す
る
田
園
風
景
の
真
ん
中

に
あ
り
、
四
季
折
々
の
自
然
の
中

で
、
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
校
舎
の
雰
囲
気
は
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
な
の
で
、 

見
学
に
訪
れ
た
方

が
、
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の

学
校
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
く
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。」
と
語
っ
て

く
れ
た
。
職
人
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
工
房
の
体
育
館
に
も

活
気
が
あ
っ
た
。

▽
栗
山
町

栗
山
町

　

栗
山
町
議
会
で
は
、議
会
改
革
、

活
性
化
に
つ
い
て
・
議
員
の
学
校
・

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

栗
山
町
で
は
、
町
議
会
議
員
選

挙
は
２
０
１
５
年
・
２
０
１
９
年

と
過
去
２
回
、
い
ず
れ
も
無
投
票

と
な
っ
た
。
選
挙
戦
に
な
ら
ず
、

論
戦
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
議
員
が

決
ま
っ
て
い
く
現
状
に
現
職
の
町

議
会
議
員
た
ち
は
危
機
感
を
抱
い

て
い
た
。

　

そ
こ
で
「
議
員
の
学
校
」
と
い

う
議
員
の
い
ろ
は
を
全
６
回
で
学

ぶ
場
を
開
校
。
町
内
外
か
ら
お
よ

そ
２
０
名
が
参
加
し
、
そ
の
中
か

ら
令
和
５
年
度
の
統
一
地
方
選
挙

で
栗
山
町
新
人
議
員
が
３
名
誕
生

し
た
。
視
察
当
日
に
、
実
際
に
議

員
の
学
校
を
卒
業
し
て
当
選
さ
れ

た
議
員
２
名
か
ら
直
接
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
た
。「
も
と
も
と

興
味
が
あ
り
議
員
の
学
校
を
通
し

て
理
解
を
深
め
て
か
ら
立
候
補
で

き
た
」「
そ
こ
ま
で
立
候
補
す
る

意
欲
は
高
く
な
い
状
態
だ
っ
た
が

議
員
の
学
校
を
通
じ
て
、
様
々
な

こ
と
を
学
ん
で
い
く
中
で
、
自
分

で
も
挑
戦
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
立
候
補
し
ま
し
た
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

　

そ
の
他
、
議
会
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
推
進
に
取
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
の
活
用
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
導
入
、

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
資
料
の
共

有
な
ど
、
議
会
活
性
化
の
た
め
の

取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。

道内
視察

令和 5 年 10 月 31 日 ( 火 ) ～ 11 月 2 日 ( 木 )

栗山町の議場で

廃校した小学校をオーダー
メイドの家具工房に再利用

廃校校舎を化粧品会社に

体育館を「あそびのひろば」に

〇▼ 〇▼〇▼
〇▼ 〇▼〇▼

〇▼ 〇▼〇▼
〇▼ 〇▼〇▼ 〇▼ 〇▼〇▼

〇▼ 〇▼〇▼

〇▼ 〇▼〇▼
〇▼ 〇▼〇▼

〇▼ 〇▼〇▼
〇▼ 〇▼〇▼

〇▼ 〇▼〇▼
〇▼ 〇▼〇▼

〇▼ 〇▼〇▼
〇▼ 〇▼〇▼

〇▼ 〇▼〇▼
〇▼ 〇▼〇▼

白老町白老町
　当別町　当別町

　　栗山町
　　栗山町道内道内先先進進事例事例視察視察

R5 年 12 月末時点
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議
員
の
質
問
回
数

議員別に定例会などでの
質問回数を数えてみました

松
井
俊
治

板
　
宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東
　
隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

令和５年５月臨時会　議案 1 1 2

令和５年６月定例会　一般質問 2 2 1 3 3

令和５年６月定例会　議案 2 1 2 1 5 1 2 2

令和５年９月定例会　一般質問 2 1 2 2 2

令和５年９月定例会　議案 2 2 2 4 1

令和５年９月　決算特別委員会 19 10 委員長 監査 14 1 1 9

令和５年11月臨時会　議案 1 1 2 4 2

令和５年12月定例会　一般質問 1 1 1 1 2 1 1 1

令和５年12月定例会　議案 2 3 5 1 5 1 1 2

累計質問回数 30 23 13 4 41 4 11 18

議会名

（
注
）
議
長
は
質
問
し
ま
せ
ん
。

  質問の回数ばかりではなく、 その内容や議場以外での活動も議員として

大切な仕事です。 村民の皆さまに議会 ・ 議員に興味を持ってもらう一つ

のデータとして掲載しました。

しかし、質問の回数が直接議員を
評価するものではありません。

議会にタブレット導入決定
議員報酬は議論継続

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬

　
　
等
検
討
特
別
委
員
会

な
ぜ
特
別
委
員
会
の
設
置
を
？

▼
議
会
Ｉ
Ｔ
化

　

昨
今
、
各
自
治
体
の
議
会

で
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
Ｉ
Ｔ 

機
器
導
入
に
よ
り
、
業
務
の
効
率

化
と
ペ
ー
パ
レ
ス
化
に
よ
る
資

源
、
経
費
の
削
減
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
鶴
居
村
議
会
で
は
議
場

で
の
電
子
機
器
の
活
用
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
議
会
Ｉ
Ｔ
化
へ
の 

議
論
活
性
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

へ
の
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器

な
ど
の
持
ち
込
み
や
使
用
な
ど
の

検
討
を
実
施
し
、
課
題
の
抽
出
や

ル
ー
ル
策
定
に
つ
い
て
整
理
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
議
員
報
酬
な
ど

　

議
会
議
員
は
、
住
民
の
代
表
と

し
て
、
そ
の
活
動
は
時
代
の
変
化

と
と
も
に
、
広
範
囲
に
お
よ
び
、

専
門
知
識
も
必
要
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
議
員
活
動
に
専
念
で

き
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
活
動
の
対
価
に
相
応
し
い
報

酬
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
議
会
の
活
性
化
や
今

後
議
員
を
志
す
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
も
議
員
報
酬
な
ど

の
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

委
員
長　
　

松
井
洋
和

　
　
　
　

副
委
員
長　

松
井
俊
治　

議
会
Ｉ
Ｔ
化

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
へ

板
宏
哉
委
員

　

ど
う
い
う
デ
ー
タ
を
使
う
と
議

会
が
活
性
化
す
る
の
か
、
よ
り
便

利
に
な
る
の
か
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

吉
田
保
博
委
員

　

今
後
、
役
場
側
と
の
打
ち
合
わ

せ
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
導
入
で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

大
津
泰
則
委
員

　

実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す

る
ま
で
の
デ
モ
体
験
や
勉
強
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

及
川
満
浩
委
員

　

導
入
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
各
議
員
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
へ
の
十
分
な
習
熟
が
必
要

　
釧
路
管
内
の
他
議
会
で
は
議
員

報
酬
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
各
議
員
が
納
得
し
村

民
に
も
議
会
だ
よ
り
な
ど
を
通
じ

て
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
ま
だ
ま

だ
議
論
が
足
り
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
議
員
報
酬
に
関
し
て

は
継
続
審
議
と
し
、
今
後
も
各
委

員
の
考
え
な
ど
を
掲
載
し
て
行
き

ま
す
。

　
12
月
13
日
に
議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議

員
報
酬
等
検
討
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

を
全
委
員
一
致
で
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
、
機
種
の
選
定
や
役
場

側
と
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
下
、
各
委
員
の
意
見
で
す
。

松
井
俊
治
委
員

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
化
へ
の
移
行
期
に

は
紙
資
料
と
の
併
用
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬
等
特
別
委
員
会
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特
別
委
員
会

▷釧路管内議員研修

議
員
報
酬
の
審
議
は

議
論
が
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
た
め
継
続
審
議
へ

と
考
え
ま
す
。

東
隆
行
委
員

　

農
業
委
員
会
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
普
段

か
ら
電
子
機
器
に
慣
れ
て
い
な
い

人
は
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。

佐
藤
吉
人
委
員

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、「
タ
ブ
レ
ッ

ト
く
ら
い
使
え
な
い
と
」
と
思
う

の
で
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会タブレット化へ。DX 推進。

　11 月 16 日に釧路町公民館で釧路管内議員研修会が開催されまし
た。

　講義内容：①「DXデジタルトランスフォーメーション」
　　　　　　②「地球温暖化と運輸」

①の講師は北海道庁総合政策部次世代社会戦略局デジタルトランス
フォーメーシヨン・デジタル化推進幹の方で、地方行政も住民に向け
てデジタル政策を進めるために、デジタル抜きでは世の中回らないと
いうお話でした。

②は北海道運輸局交通政策部環境・物流課長で、運輸業界の 2024 年
問題などをテーマにした講演でした。
　車→列車→バス・タクシーなどで荷物を配達する時代に入り、運送
業界の社員が宅配する時代も終

しゅう

焉
えん

をむかえているようです。

①講師の千歩 穣さん

②講師の呉 憲一郎さん
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一般質問一般質問

　藤
ふじ

田
た
　一

かず
真
ま
　議員　（幌呂中学校３年）　　 　　　　P19

①幌呂地区に街灯を

　上
うえ

田
だ
　美

み
月
つき

　議員　（幌呂中学校１年）　　 　　　　P20
①幌呂小・幌呂中統合後の校舎・敷地の活用方法は

６
人
の
議
員
が
６
項
目
の
質
問

６
人
の
議
員
が
６
項
目
の
質
問

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　鈴
すず

木
き
　零

れ
生
い
　議員　（鶴居中学校２年）　　 　　　　P21

①観光客の滞在時間を増やす取組は

　小
お
野
の
　純

じゅん
平
ぺい

　議員　（鶴居中学校２年）　　 　　　　P22
①移住・定住者向けの支援策は

一
般
質
問 

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

　高
たか

松
まつ

　佳
か
蓮
れん

　議員　（鶴居中学校２年）　　 　　　　P23
①生き物との共生を図る村の取り組みは

　林
はやし

　柚
ゆず

希
き
　議員　（鶴居中学校２年）　　　 　　　　P24　

①子どもたちに国際交流の場を

中学生模擬議会中学生模擬議会
2023 年 12 月 5 日
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幌呂中学校３年

一
般
質
問   

藤
田
一
真

藤
田 

幌
呂
地
区
の
街
灯
に

つ
い
て
質
問
を
し
ま

す
。

　

最
近
は
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、

下
校
時
に
は
暗
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

幌
呂
地
区
に
は
街
灯
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、特
に
小
学
生
に
と
っ
て

は
危
険
が
増
え
ま
す
。

　

事
故
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

早
急
に
幌
呂
地
区
に
街
灯
を
増
や

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

村
長 

村
内
の
街
灯
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
や
用

途
に
沿
っ
て
、
道
路
照
明
灯
や
防

犯
灯
、
街
路
灯
に
区
分
さ
れ
、
道

藤
田 

街
灯
と
い
っ
て
も
、

安
全
の
た
め
の
も
の

だ
け
で
な
く
、防
犯
の
た
め
の
も

の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

村
民
が
、安
全
安
心
に
暮
ら
せ

る
た
め
の
政
策
に
も
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、こ
れ
か

ら
も
安
心
安
全
な
鶴
居
村
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤
ふじ

田
た
一
かず

真
ま
 議員

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
街
路
灯
は
防
犯
灯
や

道
路
照
明
灯
の
デ
ザ
イ
ン
性
を
高

め
た
も
の
を
総
称
し
た
も
の
で

す
。

　

質
問
に
あ
る
幌
呂
地
域
の
街
路

灯
は
、
現
在
、
地
域
内
の
村
道
５

路
線
に
17
基
を
整
備
し
て
い
る
ほ

か
、
幌
呂
市
街
自
治
会
で
は
、
防

犯
灯
を
49
基
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
日
没
が
早

く
な
る
夕
暮
れ
は
視
界
が
低
下
す

る
と
と
も
に
、
積
雪
な
ど
に
よ
っ

て
道
路
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
、
児
童
生
徒
や
住
民
が
事
故
に

遭
遇
す
る
危
険
性
が
増
し
て
き
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
交
通
安

全
や
防
犯
対
策
の
観
点
か
ら
も
、

安
全
安
心
に
通
行
で
き
る
道
路
環

境
の
確
保
は
重
要
な
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
を
灯
す
照
明
の
役

割
は
、
村
づ
く
り
に
も
密
接
に
関

係
す
る
も
の
で
す
の
で
、
地
域
の

意
向
な
ど
も
確
認
し
な
が
ら
幌
呂

地
域
の
照
明
灯
の
増
設
も
含
め
た

道
路
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

幌呂地区に街灯を
村長　街灯の増設も含め道路環境の向上に努める

幌呂に街灯が少ないので増やすことはできますか。

路
や
歩
道
、
そ
し
て
地
域
の
安
全

性
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
照
明
灯
は
、
自
動
車
な

ど
が
道
路
を
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
交
通
事
故
の
防
止
対
策
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
が

交
差
点
部
分
な
ど
に
設
置
す
る
も

の
で
、
国
道
や
道
道
は
国
や
北
海

道
が
管
理
し
、
村
道
は
村
の
責
任

で
対
応
す
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
防
犯
灯
は
地
域
住
民

が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
道

路
照
明
の
行
き
届
か
な
い
箇
所
な

ど
に
、
地
域
組
織
が
主
体
的
に
設

置
す
る
も
の
で
、
村
で
は
、
防
犯

灯
の
設
置
や
電
灯
使
用
料
に
要
す

る
費
用
の
お
よ
そ
８
割
を
助
成
し
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上
田 

幌
呂
小
・
中
の
閉
校

事
業
に
つ
い
て
質
問

で
す
。

　

現
在
、
幌
呂
小
学
校
、
幌
呂
中

学
校
は
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
令
和
６
年
度
末
で
鶴
居
小
学

校
、
鶴
居
中
学
校
と
統
合
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
統
合
後
の
幌
呂
小
学

校
、
幌
呂
中
学
校
の
校
舎
や
敷
地

は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
や
卒
業
生
の
愛
着
あ
る

母
校
が
ど
う
活
用
さ
れ
る
の
か
、

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
長 

幌
呂
小
学
校
、

幌
呂
中
学
校
の

閉
校
後
の
校
舎
や
敷
地
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
で
す
が
、
学
校
は
地

域
の
宝
で
す
。

　

校
舎
の
跡
利
用
を
考
え
る
と
き

に
は
、
閉
校
と
い
う
大
き
な
喪
失

感
に
も
配
慮
し
、
地
域
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
在
校
生
や
卒
業
生
に

と
っ
て
、
母
校
の
校
舎
に
は
、
大

切
な
想
い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
思
い
は
、
子
供
た
ち
の
成

長
を
見
守
っ
て
き
た
保
護
者
や
地

域
の
方
々
に
と
っ
て
も
同
じ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
幌
呂
小
学
校
や
幌
呂

中
学
校
の
校
舎
は
、
建
物
と
し
て

は
ま
だ
ま
だ
安
全
に
利
用
で
き
、

広
い
敷
地
と
合
わ
せ
て
、
鶴
居
村

に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
す
か

ら
、
地
域
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
な
が
ら
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
や
産
業
振
興
な
ど
へ
の

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
卒
業
生
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
出
が
風
化

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大
切
な

校
舎
を
ど
の
よ
う
に
残
し
、
鶴
居

村
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

幌呂中学校１年
上
うえ

田
だ
美
み
月
つき

 議員

一
般
質
問   

上
田
美
月

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

す
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
に
な

り
ま
す
が
、上
田
議
員
や
在
校
生
、

卒
業
生
の
母
校
へ
の
愛
着
の
思
い

も
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

上
田 

今
の
答
弁
か
ら
、
私

た
ち
や
地
域
の
方
々

の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
鶴
居
村
に
新
設
さ
れ
た

建
物
の
利
用
状
況
や
他
の
市
町
村

の
成
功
例
な
ど
を
基
に
し
て
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鈴
木 

ふ
る
さ
と
創
生
宿
泊

研
修
で
訪
れ
た
赤
井

川
村
や
小
樽
市
は
観
光
業
に
力
を

入
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、特
徴

を
生
か
し
て
観
光
客
を
増
や
し
て

い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

鶴
居
村
で
も
タ
ン
チ
ョ
ウ
を
見

に
村
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
よ

く
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、自
然

を
生
か
し
た
観
光
業
は
盛
ん
だ
と

思
い
ま
す
が
、村
内
観
光
の
滞
在

時
間
が
少
な
い
こ
と
は
課
題
の
１

つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が

多
い
鶴
居
村
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
村
内
の
事
業
所
と
連
携
を

と
り
、
鶴
居
村
の
施
設
や
鶴
居
村

で
体
験
で
き
る
こ
と
を
動
画
で
分

村
長 

鶴
居
村
は
、
優
美
な

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
飛
来

し
、
広
大
な
釧
路
湿
原
国
立
公
園

を
抱
え
る
地
域
と
し
て
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
内
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
滞
在
観
光
の
推
進

鶴居中学校２年
鈴
すず

木
き
零
れ
生
い
 議員

一
般
質
問   

鈴
木
零
生

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

　

ま
た
、
村
で
は
、
観
光
業
や
製

造
業
な
ど
の
新
た
な
産
業
創
出
を

誘
導
す
る
支
援
制
度
が
あ
り
、
村

内
で
新
た
に
稼
働
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
工
場
や
温
泉
宿
泊
施
設
、

ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
開
業
費
用
の

一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
て
特
産
品
開
発
も
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
観
光

協
会
や
商
工
会
な
ど
と
の
連
携
を

深
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

に
努
め
な
が
ら
地
域
の
魅
力
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。鈴

木 

僕
は
、
ふ
る
さ
と
創

生
宿
泊
研
修
で
他
市

町
村
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
、

鶴
居
村
の
持
つ
魅
力
の
高
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
伝
わ
っ
て
い
な
い
魅

力
も
あ
る
と
思
う
の
で
、こ
れ
か

ら
の
取
組
で
鶴
居
村
の
魅
力
を
発

信
し
、観
光
客
の
滞
在
時
間
が
増

加
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

観光客の滞在時間を増やす取組は
村長　SNS で地域の魅力向上に努める

鶴居村で体験できることを分かりやすく SNS で PR を。
幌呂小中学校統合後は
教育長　保存・活用を慎重に検討

愛着ある母校統合後の校舎・敷地はどう活用されますか。

か
り
や
す
く
発
信
す
る
な
ど
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
が
有
効
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
観
光
客
に
、
よ
り
鶴
居
村
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
今
後
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

に
は
、
施
設
機
能
や
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
動
画
で

発
信
す
る
こ
と
が
有
効
と
の
提
案

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

村
や
観
光
協
会
、
商
工
会
な
ど
に

よ
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
活
用
を
活
か
し

な
が
ら
、
観
る
側
に
と
っ
て
滞
在

観
光
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
情

報
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

　

村
内
に
は
滞
在
時
間
を
確
保
で

き
る
魅
力
的
な
施
設
や
体
験
ア
イ

テ
ム
を
有
し
て
お
り
、
よ
り
有
効

な
情
報
発
信
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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小
野 
ふ
る
さ
と
創
生
宿
泊

研
修
で
訪
れ
た
赤
井

川
村
で
は
、
移
住
者
や
定
住
者
向

け
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
鶴
居
村
で
も
少
子
高
齢
化
対

策
に
向
け
て
支
援
を
行
う
べ
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

鶴
居
村
の
取
り
組
み
を
調
べ
て

み
る
と
、「
鶴
居
村
輝
く
住
ま
居

る
支
援
金
」
の
取
り
組
み
や
移
住

体
験
住
宅
の
貸
し
出
し
と
い
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
る
成

果
や
変
化
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
移
住
者
や
定
住
者

向
け
に
新
た
な
支
援
を
行
う
予
定

は
あ
り
ま
す
か
。

鶴居中学校２年
小
お
野
の

純
じゅん

平
ぺい

 議員

一
般
質
問   

小
野
純
平

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

　

質
問
に
あ
る
村
の
新
た
な
定
住

者
向
け
の
支
援
と
し
て
は
、
次
年

度
以
降
、
鶴
居
市
街
地
に
宅
地
用

の
分
譲
地
を
造
成
す
る
た
め
、
道

路
の
新
設
や
上
下
水
道
な
ど
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
村
民
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
が
鶴
居
村
に
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ

る
地
域
の
実
現
の
た
め
、
移
住
・

定
住
の
取
り
組
み
や
次
代
を
担
う

若
者
が
希
望
を
も
て
る
村
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

小
野 

僕
は
、
給
食
費
の
無

償
化
や
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
償
化
を
行
っ
て
い

る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

移
住
・
定
住
者
を
増
や
す
た
め
の

高
齢
者
へ
の
具
体
的
な
支
援
や
、

移
住
体
験
住
宅
の
高
い
利
用
率
な

ど
を
新
た
に
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
鶴
居
村
の

発
展
に
向
け
て
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
、
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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高
松 

ふ
る
さ
と
創
生
宿
泊

研
修
で
の
赤
井
川
村

と
の
交
流
を
通
し
て
、鶴
居
村
は

タ
ン
チ
ョ
ウ
を
筆
頭
に
多
く
の
生

き
物
が
生
息
し
て
お
り
、保
護
活

動
に
も
熱
心
な
村
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
エ
ゾ
シ
カ
や
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
牛
の
餌
を
食
べ
て
し
ま

う
こ
と
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
農
場
に

飛
来
す
る
こ
と
で
牛
が
驚
き
、事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど

鶴
居
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
生
き
物
と
の
共
生
を

図
る
上
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
今
後
予
定
し
て
い
る
取
り
組
み

は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長 

釧
路
湿
原
に
は
、

国
の
特
別
天
然

記
念
物
・
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
エ
ゾ
フ

ク
ロ
ウ
、
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
の
希

少
な
種
を
は
じ
め
、
多
様
な
生
き

物
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
き
物
の
中
に
は
、

そ
の
行
動
が
人
々
の
暮
ら
し
や
営

み
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
タ

ン
チ
ョ
ウ
が
農
場
に
飛
来
し
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
の
種
や
芽
を
食
べ
て

し
ま
っ
た
り
、
牛
舎
に
侵
入
す
る

と
い
っ
た
こ
と
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
特
に
タ
ン

チ
ョ
ウ
と
の
共
生
を
図
る
た
め
、

２
０
１
８
年
に
「
鶴
居
村
タ
ン

チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る
む
ら
づ
く
り

鶴居中学校２年
高
たか

松
まつ

佳
か
蓮
れん

 議員

一
般
質
問   

高
松
佳
蓮

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

高
松 

鶴
居
村
タ
ン
チ
ョ
ウ

と
共
生
す
る
村
づ
く

り
推
進
会
議
で
、タ
ン
チ
ョ
ウ
と

の
共
生
に
つ
い
て
、具
体
的
な
活

動
内
容
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
が
再
発
見
さ
れ
て

か
ら
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る

と
い
う
こ
と
で
、私
た
ち
も
共
生

会
議
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

改
め
て
、
村
民
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
と

の
共
生
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
は
中
学
生
の
皆
さ

ん
に
も
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
酪
農
な

ど
へ
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
野

生
動
物
も
多
く
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
産
業
へ
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
野
生
動
物
と
の

か
か
わ
り
方
も
大
き
な
課
題
で
す

の
で
、
被
害
の
縮
小
な
ど
、
引
き

続
き
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

生き物との共生を図る取組は
教育長　共生のための「鶴居モデル」を進めている

鶴居村は保護活動に熱心だが酪農被害などもある。
移住・定住者向けの支援策は
村長　住みたいと思える魅力ある地域の実現に努める

赤井川村では積極的に支援しているが鶴居村の対策は。

さ
れ
た
方
や
幾
度
と
来
村
さ
れ
る

方
々
も
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
村
の
子
育
て
支
援
を

含
む
少
子
化
施
策
は
、
出
生
時
や

小
学
校
入
学
時
の
祝
金
や
、
保
育

園
か
ら
小
中
学
校
の
給
食
費
や
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
、

年
間
を
通
じ
た
高
校
通
学
時
の
支

援
な
ど
、
子
育
て
世
代
に
は
、
移

住
・
定
住
に
も
つ
な
が
る
応
援
を

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
に
も
、

敬
老
年
金
の
贈
呈
や
医
療
費
の
一

部
助
成
、
鶴
居
温
泉
入
浴
助
成
券

の
配
布
な
ど
を
行
い
、
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
配
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
長 

村
は
こ
れ
ま
で
長
い

年
月
を
か
け
な
が
ら

下
幌
呂
地
区
や
幌
呂
市
街
地
に
分

譲
地
を
造
成
し
多
く
の
移
住
者
な

ど
を
受
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
の
新
築
と
中
古
住

宅
な
ど
の
取
得
費
用
や
改
修
費
の

一
部
を
支
援
す
る「
鶴
居
村
輝
く

住
ま
居
る
支
援
金
」
制
度
を
創
設

し
、
長
期
の
定
住
を
可
能
と
し
た

持
ち
家
住
宅
の
取
得
を
奨
励
し
て

い
ま
す
。
村
で
は
こ
の
支
援
金
に

２
億
円
の
基
金
を
積
立
て
、
支
援

の
継
続
性
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
鶴
居
地
区
と
幌
呂
地

区
の
移
住
体
験
住
宅
は
高
い
利
用

率
を
維
持
し
て
お
り
、
村
内
で
長

期
滞
在
を
経
験
さ
れ
た
後
、
移
住

推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
と
地
域
と
の
共
生
の
目
指

す
べ
き
姿
と
そ
の
実
現
に
向
け
た

村
独
自
の
取
り
組
み
を
「
鶴
居
モ

デ
ル
」
と
し
、
そ
の
理
念
と
将
来

像
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
保
護
の
あ
り
か
た
や

農
業
と
の
共
生
、
地
域
振
興
の
あ

り
か
た
や
地
域
住
民
と
の
か
か
わ

り
と
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
具

体
の
活
動
内
容
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
で
す

が
、
来
年
は
、
絶
滅
し
て
い
た
と

思
わ
れ
て
い
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
が

１
９
２
４
年
（
大
正
13
年
）
に

鶴
居
村
で
再
発
見
さ
れ
て
か
ら

１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
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林 

ふ
る
さ
と
創
生
宿
泊
研
修

で
私
た
ち
が
訪
れ
た
赤
井

川
村
で
は
、
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

方
と
国
際
交
流
を
行
っ
て
お
り
、

異
な
る
生
活
や
文
化
を
理
解
し
、

様
々
な
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
や

自
国
の
文
化
の
伝
統
を
守
っ
て
い

く
態
度
を
培
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
も
６
年
程
前
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
で
外
国
人
の

方
々
と
交
流
を
し
た
経
験
が
あ

り
、
そ
こ
で
他
国
の
文
化
と
日
本

の
文
化
の
良
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
を
す
る
こ
と
は
、
他

国
の
文
化
を
学
ん
だ
り
、
鶴
居
の

文
化
や
良
さ
を
他
国
に
伝
え
る
良

　

ま
た
、
交
流
の
過
程
で
、
実
際

に
外
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
楽
し
さ
も
体
験
で
き
る

機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

諸
外
国
の
人
々
と
の
交
流
の
し

か
た
は
様
々
で
、
皆
さ
ん
が
訪
れ

た
赤
井
川
村
の
よ
う
に
、
実
際
に

外
国
を
訪
問
し
現
地
の
中
学
生
な

ど
と
交
流
す
る
も
の
や
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
り
、
カ
ー
ド
や

メ
ー
ル
の
交
換
を
通
し
て
交
流
す

る
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
学

校
も
あ
り
ま
す
。

　

鶴
居
村
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
鶴
居
村
の
中
学
生
を
、
た
だ

ち
に
海
外
に
派
遣
す
る
こ
と
ま
で

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
林
議
員
の
ご

鶴居中学校２年
林
はやし

　柚
ゆず

希
き
 議員

一
般
質
問  

林 

柚
希 

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

教
育
長 

国
際
化
が
進
展

す
る
中
で
、
諸

外
国
の
人
々
と
交
流
す
る
機
会
を

持
つ
こ
と
は
、
林
議
員
の
ご
指
摘

の
と
お
り
、
交
流
を
通
し
て
自
ら

が
国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
、
自
分
と
は
異
な
る
文

化
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
国

や
地
域
の
伝
統
・
文
化
に
も
目
を

向
け
る
機
会
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

提
案
も
踏
ま
え
、
他
の
自
治
体
の

国
際
交
流
の
取
り
組
み
も
参
考
に

し
て
、
中
学
生
の
英
語
力
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
国
際
交
流

を
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
で
き
る

の
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

林 

答
弁
を
い
た
だ
き
、
現
地

に
行
く
こ
と
だ
け
が
国
際

交
流
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

鶴
居
村
の
小
・
中
学
生
が
国
際

交
流
を
す
る
機
会
が
少
し
ず
つ
増

え
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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模
擬
議
会
後
の
感
想

中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会　中学生模擬議会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

中
学
生
模
擬
議
会　
中
学
生
模
擬
議
会

▼
２
番　

上う
え

田だ

美み

月つ
き

議
員

　

今
回
、
模
擬
議
会
に
中
学
生
議

員
と
し
て
参
加
し
て
、
い
ろ
ん
な

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

議
会
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
実
際
に
参
加
し
て
み
て
議
会

の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
自
分
が
質
問
し
た
こ
と

▼
６
番　

林
は
や
し 

柚ゆ
ず

希き

議
員

　

中
学
生
模
擬
議
会
と
い
う
貴
重

な
機
会
を
い
た
だ
き
、
鶴
居
村
に

つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。
ま
た
、
鶴
居
村
の

課
題
へ
の
対
策
を
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
鶴
居
村
が

よ
り
良
い
村
に
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

自
分
も
村
を
良
く
す
る
一
員
と

な
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
体
験
を
今

後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

▼
７
番　

鈴す
ず

木き

零れ

生い

議
員

　

今
回
、「
中
学
生
模
擬
議
会
」

に
参
加
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
鶴

居
村
の
未
来
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
た
だ
、
議
会
と
い
う
緊
張
感

溢
れ
た
場
所
の
壇
上
に
立
っ
た
時

に
、
真
剣
に
こ
れ
か
ら
の
鶴
居
村

に
向
け
て
考
え
討
議
す
る
こ
と
が

▼
４
番　

小お

野の

純
じ
ゅ
ん

平ぺ
い

議
員

　
「
こ
う
し
た
ら
い
い
」
な
ど
と

口
に
出
す
こ
と
は
簡
単
だ
け
れ

ど
、
そ
れ
を
実
行
す
る
に
は
莫
大

な
資
金
や
人
の
苦
労
が
す
ご
く
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
僕
た

ち
が
鶴
居
村
で
ど
れ
だ
け
快
適
に

暮
ら
せ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
そ

の
暮
ら
し
に
ど
れ
だ
け
感
謝
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
が
よ
く

わ
か
っ
た
。

そ
ん
な
村
に
住
む
こ
と
が
で
き
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
今
回

の
貴
重
な
経
験
を
今
後
に
生
か
し

た
い
と
思
っ
た
。

▼
１
番　

藤ふ
じ

田た

一か
ず

真ま

議
員

　

模
擬
議
会
を
や
っ
て
み
て
、村

長
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
が
中
学
生

の
質
問
に
対
し
真
摯
に
向
き
合

い
、自
分
た
ち
の
知
り
た
い
情
報

を
提
示
し
て
く
れ
て
と
て
も
い
い

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
の
で

お
ど
お
ど
し
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
、堂
々
と
質
問
や
感
想
の
発

言
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

の
で
こ
の
経
験
を
自
分
の
財
産
に

し
て
、た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
５
番　

高た
か

松ま
つ

佳か

蓮れ
ん

議
員

　

中
学
生
模
擬
議
会
で
は
、議
員

の
方
々
や
役
場
の
皆
さ
ん
が
私
た

ち
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
り
、

本
当
の
議
会
さ
な
が
ら
の
緊
張
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

村
長
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん
を
は
じ

め
、た
く
さ
ん
の
方
々
の
思
い
が

住
み
よ
い
鶴
居
村
を
作
っ
て
い
る

こ
と
を
知
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
。こ
れ
か
ら
は
自
分
自
身
が
鶴

居
村
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
探

し
、実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

た
。

中学生模擬議会後の感想 子ども達に国際交流を
教育長　今後に向けて検討したい

国際交流は他国の文化と日本や鶴居村の良さを学ぶ機会。

い
機
会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

鶴
居
村
の
子
ど
も
た
ち
が
国
際
交

流
で
き
る
場
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

に
対
し
て
教
育
長
さ
ん
が
詳
し
く

答
え
て
く
だ
さ
り
、
ほ
か
の
中
学

生
議
員
が
質
問
し
た
こ
と
で
も
知

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
鶴
居
、
幌
呂

に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

今
回
の
貴
重
な
体
験
を
今
後
の

中
学
校
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
き
、
自
分
の
中
で
は
、
す
ご
く

良
い
経
験
に
な
っ
た
。

　

他
中
学
生
議
員
の
意
見
や
鶴
居

村
の
方
針
を
聞
い
た
り
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
鶴
居
村
の
未
来
が
今
よ

り
も
っ
と
、
よ
り
よ
く
な
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
。
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僕
は
今
回
の
模
擬
議
会
の
議
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
会
の
進
行
は
や
り
慣
れ
な

い
こ
と
が
多
く
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
が
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
議
会
の
や
り
取
り
の

中
で
鶴
居
村
の
未
来
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
模
擬
議
会
で
は
、「
街

灯
の
設
置
に
つ
い
て
」「
幌
呂
小
・

中
学
校
閉
校
後
の
校
舎
・
敷
地
利

用
に
つ
い
て
」「
観
光
業
に
つ
い

て
」、「
移
住
・
定
住
者
向
け
の
支

援
に
つ
い
て
」「
野
生
動
物
と
の

共
生
に
つ
い
て
」「
国
際
交
流
に

つ
い
て
」
こ
れ
ら
の
質
問
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も
い
ろ
い
ろ

な
視
点
、
論
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

「
鶴
居
村
を
よ
り
良
く
し
よ
う
」

と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
た
質
問

で
し
た
。

　

そ
の
中
で
僕
が
印
象
に
残
っ
た

も
の
は
「
幌
呂
小
・
中
学
校
閉
校

後
の
校
舎
・
敷
地
利
用
に
つ
い
て
」

「
移
住
・
定
住
者
向
け
の
支
援
に

つ
い
て
」
の
二
つ
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
閉
校
と
な
っ
た
旧

茂
雪
裡
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
場
が
最
近

稼
働
し
た
こ
と
か
ら
、
閉
校
と
な

る
幌
呂
小
・
中
学
校
の
校
舎
・
敷

地
も
有
効
に
活
用
で
き
る
方
法
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
今
や
少

子
高
齢
化
に
よ
り
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
学
校
が
相
次
い
で
閉
校

に
な
っ
て
い
く
の
が
現
状
で
す
。

幌
呂
小
・
中
学
校
の
思
い
出
が
閉

校
後
の
新
た
な
校
舎
・
敷
地
の
活

用
方
法
に
よ
っ
て
い
つ
ま
で
も
在

校
生
や
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
の

心
に
残
り
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

村
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
鶴
居
村
で
は
住
宅
の

新
築
を
は
じ
め
中
古
住
宅
な
ど
の

取
得
費
用
や
改
修
費
の
一
部
を
支

援
す
る
「
鶴
居
村
輝
く
住
ま
居
る

支
援
金
」
の
制
度
や
移
住
体
験
の

高
い
利
用
率
、
子
育
て
世
代
や
高

齢
者
へ
の
支
援
な
ど
数
多
く
の
移

住
者
向
け
の
支
援
や
住
み
や
す
い

村
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
鶴
居

村
は
他
市
町
村
よ
り
も
人
口
減
少

率
が
少
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
鶴
居
村
に
住
ん
で
い

る
か
ら
こ
そ
感
じ
る
、
豊
か
な
自

然
や
温
か
い
村
民
の
雰
囲
気
な
ど

多
く
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
も
大
切
だ
と
思
い
、
改

め
て
鶴
居
村
民
の
自
覚
を
持
っ
て

生
活
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
模
擬
議
会
で
は
、
実
際

に
議
場
に
行
っ
て
議
席
に
座
り
、

模
擬
議
員
や
村
長
、
教
育
長
と
の

や
り
取
り
の
中
で
村
政
が
ど
の
よ

う
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
自

分
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
今
、
若
者
の
政
治
関

心
の
低
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
今
回
参
加
し
た
模
擬

議
員
だ
け
で
は
な
く
、
鶴
居
村
の

中
学
生
全
体
で
、「
鶴
居
村
の
未

来
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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